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1!論 i1

;1観 ii遺
言
執
行
者
の
訴
訟
追
行
権

ー
ー
そ
の
根
拠
と
範
囲
1
1
1

福

有

H
H川
4

エ
小
a

君く

は
じ
め
に

遺
言
執
行
者
の
訴
訟
法
上
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
遺
言
執
行
者
が
遺
言
の
執
行
を
な
す

上
で
訴
訟
を
追
行
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
訴
訟
当
事
者
た
る
地
位
に
お
い
て
な
す
の
か
、
そ
れ
と
も
代
理
人
た
る
地
位
に
お
い
て
な
す
の

か
と
い
う
問
題
(
法
的
地
位
論
)
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
遺
言
執
行
者
が
そ
の
職
務
と
し
て
、
訴
訟
の
追
行
を
な
し
う
る
の
は
、
ど
の
よ

う
な
種
類
、
内
容
の
事
件
に
つ
い
て
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
(
職
務
範
囲
論
)
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
遺
言
執
行
者
の
訴

訟
法
上
の
地
位
に
関
す
る
研
究
は
、
す
で
に
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
前
者
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
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説

に
つ
い
て
の
数
少
な
い
研
究
の
ほ
と
ん
ど
は
、
民
法
一

O
一
二
条
に
い
う
「
相
続
財
産
の
管
理
そ
の
他
遺
言
の
執
行
に
必
要
な
一
切
の
行
為
」

と
い
う
も
の
に
該
当
す
る
か
否
か
を
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
シ
ュ
に
論
じ
た
に
と
ど
ま
り
、
各
個
の
場
合
を
通
じ
、
そ
れ
ら
を
基
礎
づ
け
る
一
般
的

吾.A
a間

な
理
論
を
構
築
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
個
々
の
類
型
的
場
合
に
つ
い
て
の
結
論
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
、
法
的
地
位
の
問
題
は
除
外
し
、
も
っ
ぱ
ら
職
務
範
囲
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
前
者
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
一
応
、
通
説
、
判
例
に
し
た
が
い
、
遺
言
執
行
者
が
自
ら
訴
訟
当
事
者
と
な
る
も
の
と
解
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
の
学
説
は
、
遺
言
執
行
者
の
法
的
地
位
を
論
や
す
る
と
き
に
は
、
ド
イ
ツ
法
を
丹
念
に
紹
介
、
引
用
し
つ
つ
議
論
を
展

開
す
る
の
を
常
と
す
る
が
、
そ
の
職
務
範
囲
を
論
ず
る
際
に
は
、
あ
ま
り
ド
イ
ツ
法
に
関
心
を
示
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
し
か

に
、
ド
イ
ツ
法
と
日
本
法
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
遺
言
執
行
者
の
地
位
、
性
格
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
根
本
的
に
異
な
り
、
そ
れ
故
に
、

そ
の
職
務
範
囲
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論
を
そ
の
ま
ま
わ
が
国
に
導
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
を
研
究

す
る
必
要
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
ど
の
よ
う
な
事
情
・
要
件
が
あ
れ
ば
当
事
者
適
格
が
認
め
ら
れ
る
か
、
ま
た
遺
言
執
行
者
が
そ
の
職
務

と
の
関
係
で
受
け
た
判
決
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
誰
に
そ
の
効
力
を
及
ぼ
す
か
と
い
っ
た
理
論
に
つ
い
て
は
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
実
、
後
述
す
る
よ
う
に
ド
イ
ツ
法
か
ら
有
益
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

か
つ
て
山
畠
正
男
先
生
か
ら
、
あ
る
本
へ
執
筆
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
時
に
は
私
の
怠
慢
か
ら
、
そ
の
好
機
を
活
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
以
来
、
先
生
の
御
退
官
の
記
念
論

文
集
に
は
、
こ
の
テ

l
マ
で
と
心
が
け
て
き
た
。
今
度
は
、
ど
う
に
か
脱
稿
は
し
た
が
、
そ
の
出
来
ば
え
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
自
信
が
な
い
。

文
字
通
り
の
拙
稿
で
は
あ
る
が
、
山
畠
先
生
が
無
事
定
年
御
退
官
さ
れ
た
こ
と
を
祝
し
、
今
後
益
々
の
御
健
勝
と
御
発
展
を
念
じ
つ
つ
、
慎

し
ん
で
本
稿
を
捧
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
本
稿
の
テ

l
マ
に
つ
い
て
は
、

と
こ
ろ
が
、
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遺言執行者の訴訟追行権

(
1
)
本
稿
を
書
く
に
際
し
て
、
つ
ぎ
に
掲
げ
る
論
文
を
参
照
し
た
(
以
下
で
は
、
頭
部
に
付
し
た
番
号
で
引
用
す
る
)
。
な
お
、
教
科
書
類
お
よ
び
判

例
批
判
、
判
例
研
究
の
中
に
も
、
大
い
に
参
考
と
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
列
挙
は
省
略
す
る
。

①
近
藤
英
吉
「
死
者
の
権
利
に
つ
い
て
」
『
相
続
法
の
研
究
』
(
昭
七
)
所
収
。

②
が
保
不
二
雄
「
遺
言
執
行
者
の
法
律
上
の
性
質
」
(
昭
九
)
『
財
産
管
理
権
論
序
説
』
(
昭
二
九
)
所
収
。

③
小
野
木
常
「
第
三
者
の
訴
訟
追
行
権
」
訴
訟
法
学
会
編
『
訴
訟
法
学
の
諸
問
題
』
(
昭
一
三
)
所
収
。

④
大
塚
勝
美
「
遺
言
執
行
者
の
法
律
上
の
地
位
に
関
す
る
一
考
察
」
(
昭
三
五
)
北
九
州
大
学
商
学
部
紀
要
七
号
一
頁
。

⑤
拙
稿
「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
『
正
当
な
当
事
者
』
に
関
す
る
研
究
(
四
)
」
(
昭
四
三
)
関
法
一
七
巻
六
号
六

O
二
頁
。

⑥
有
地
享
「
第
三
者
に
よ
る
遺
産
の
管
理
(
二
」
(
昭
四
四
)
法
研
三
五
巻
四
号
四
二
五
頁
。

⑦
鈴
木
重
勝
「
代
理
と
職
務
上
の
当
事
者
」
(
昭
四
八
)
小
山
昇
ほ
か
編
『
演
習
民
訴
法
(
上
)
』
所
収
(
な
お
、
同
書
の
新
版
(
昭
六
二
)

に
補
遺
あ
り
)
。

⑧
中
川
善
之
助
編
・
注
釈
民
法
部
(
昭
四
八
)

⑨
泉
久
雄
「
遺
言
執
行
者
の
管
理
処
分
権
」
(
昭
四
九
)
民
研
二

O
二
号
三
五
頁
。

⑮
木
下
明
「
遺
言
執
行
者
の
権
限
」
(
昭
五
二
奥
田
昌
道
ほ
か
編
『
民
法
学
7
』
所
収
。

⑪
奈
良
次
郎
「
相
続
財
産
に
関
す
る
訴
訟
と
遺
言
執
行
者
」
(
昭
五
二
)
司
研
論
集
五
九
号
三
六
頁
。

⑫
小
山
昇
「
遺
言
執
行
者
の
地
位
」
(
昭
五
四
)
中
川
追
悼
『
現
代
家
族
法
大
系
5
』
所
収
。

⑬
高
野
耕
一
「
相
続
財
産
管
理
人
、
不
在
者
財
産
管
理
人
お
よ
び
遺
言
執
行
者
の
訴
訟
法
上
の
地
位
」
(
昭
五
四
)
三
ヶ
月
u
青
山
編
『
民
訴

法
の
争
点
』
所
収
。

⑭
納
谷
康
美
「
遺
言
執
行
者
の
訴
訟
上
の
地
位
」
(
昭
五
六
)
法
律
論
叢
五
三
巻
三
・
四
号
六
五
頁
。

⑮
伊
藤
田
国
司
・
相
続
法
の
基
礎
的
諸
問
題
(
昭
五
六
)
。

⑮
梅
本
士
口
彦
「
代
理
と
訴
訟
担
当
と
の
交
錯
」
(
昭
五
九
)
新
堂
幸
司
編
集
代
表
『
講
座
民
訴
』
第
三
巻
所
収
。

⑪
竹
下
史
郎
「
遺
言
執
行
者
の
受
託
者
と
し
て
の
地
位
」
(
昭
六

O
)
信
託
法
研
究
九
号
九
九
頁
。

(
2
)
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
問
題
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
文
献
②
の
主
張
す
る
選
択
説
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
の
、

い
わ
ゆ
る
融
通
説
(
新
堂
幸
司
・
民
訴
法
一
一
五
頁
)
や
、
わ
が
民
法
典
の
遺
言
執
行
者
が
フ
ラ
ン
ス
法
型
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
ド
イ
ツ
法
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説

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
第
三
者
を
保
護
す
る
た
め
の
諸
制
度
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
民
法
一

O
一
五
条
を
も
っ
と
重
視
す
べ
き
こ
と
を
説
く

見
解
(
文
献
⑮
一
五
九
頁
以
下
)
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

(3)
最
判
昭
和
二
二
・
九
・
一
八
民
集
一

O
巻
九
号
一
一
六

O
頁
、
同
昭
和
四
三
・
五
・
三
一
民
集
二
ニ
巻
五
号
一
一
三
七
頁
、
同
昭
和
五
一
・
七
・

一
九
民
集
三

O
巻
七
号
七

O
六
頁
。
な
お
、
学
説
に
つ
い
て
は
、
文
献
⑦
や
文
献
⑬
な
ど
参
照
。

(
4
)
文
献
②
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

論

ド
イ
ツ
に
お
け
る
遺
富
執
行
者
の
管
理
権
と
訴
訟
追
行
権

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
遺
言
に
お
い
て
別
段
の
意
思
の
表
明
が
な
い
限
り
、
遺
言
執
行
者
は
、
遺
産
債
務
の
弁
済
と
遺
産
分
割
を

主
た
る
任
務
と
す
る
清
算
人
と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
。
そ
の
点
で
、
単
に
遺
言
条
項
の
履
行
を
任
務
と
し
て
、
そ
の
任
務
の
遂
行
に
必
要

な
限
り
で
の
み
遺
産
の
管
理
権
を
認
め
ら
れ
る
日
本
法
に
お
け
る
遺
言
執
行
者
と
は
異
な
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
英
米
法
に
お
け
る
人

格
代
表
者
と
し
て
の
遺
言
執
行
者
に
近
い
存
在
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
(
文
献
⑧
二
二
三
頁
、
文
献
⑮
一
六

O
頁
以
下
参
照
)
。
こ
の
よ
う
な

遺
言
執
行
者
の
地
位
、
性
格
の
違
い
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
遺
産
に
対
す
る
権
限
や
そ
の
職
務
範
囲
の
違
い
と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
。

す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
遺
言
執
行
者
は
、
被
相
続
人
が
特
に
別
段
の
意
思
を
表
明
し
て
い
な
い
限
り
、
全
遺
産
に
つ
き
包
括
的
な

管
理
処
分
権
を
有
し
、
相
続
人
に
遺
産
を
分
配
す
る
権
限
を
有
す
る
(
ド
民
二
二

O
四
条

1
二
二

O
八
条
)
。
被
相
続
人
は
遺
言
執
行
者
に
対

し
て
遺
産
の
管
理
以
外
の
他
の
任
務
を
与
え
な
い
で
、
遺
産
の
管
理
の
み
を
委
託
す
る
こ
と
も
で
き
る
(
同
二
二

O
九
条
前
段
)
。
こ
の
よ
う

に
遺
産
に
つ
き
包
括
的
な
管
理
処
分
権
を
有
す
る
と
き
は
、
遺
言
執
行
者
は
遺
産
を
占
有
し
、
ま
た
遺
産
に
属
す
る
個
々
の
財
産
を
処
分
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
無
償
処
分
は
徳
義
上
の
義
務
ま
た
は
儀
礼
的
顧
慮
に
適
応
す
る
限
度
で
の
み
こ
れ
を
な
し
う
る
(
同
二
二

O

五
条
)
。
ま
た
遺
言
執
行
者
は
、
通
常
の
管
理
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
限
り
、
遺
産
の
た
め
に
債
務
を
負
担
す
る
権
限
が
あ
り
、
さ
ら
に
被
相

北法38(5-6・II・406)1756



続
人
は
、
遺
言
執
行
者
の
債
務
負
担
に
つ
い
て
の
制
限
を
は
ず
す
こ
と
も
で
き
る
(
同
二
二

O
六
条
、
二
二

O
七
条
)
。
ま
た
、
遺
言
執
行
者

は
、
遺
産
債
権
者
や
受
遺
者
に
対
し
て
弁
済
を
な
す
責
務
を
負
う
。
遺
産
の
中
に
不
動
産
が
あ
り
、
そ
れ
が
遺
言
執
行
者
の
管
理
に
服
す
べ

き
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
相
続
の
登
記
の
際
に
、
遺
言
執
行
者
の
指
名
の
あ
っ
た
こ
と
も
職
権
で
登
記
さ
れ
る
(
ド
不
登
法
五
二
条
)
。

他
方
、
相
続
人
は
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
に
服
す
る
遺
産
に
つ
い
て
は
管
理
処
分
権
を
有
し
な
い
(
ド
民
二
二
一
一
条
)
。
相
続
人
は
、
遺

言
執
行
者
に
対
し
て
、
そ
の
職
務
の
執
行
を
な
す
に
つ
き
明
ら
か
に
必
要
で
な
い
遺
産
を
自
由
処
分
の
た
め
に
引
渡
す
べ
き
こ
と
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
引
渡
し
が
あ
れ
ば
、
そ
の
財
産
に
限
っ
て
遺
言
執
行
者
の
管
理
処
分
権
が
消
滅
す
る
(
同
二
二
一
七
条
)
。
相
続
人
の

固
有
の
債
権
者
は
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
に
服
す
る
遺
産
に
対
し
て
そ
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
(
同
一
一
一
二
四
条
)
。
な
お
、

遺
言
執
行
者
の
管
理
処
分
権
は
、
彼
に
与
え
ら
れ
た
任
務
の
終
了
と
と
も
に
消
滅
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
被
相
続
人
が
そ
の
任
務
の
終

了
後
も
な
お
遺
言
執
行
者
に
お
い
て
管
理
を
継
続
す
べ
き
旨
を
定
め
た
と
き
は
、
彼
の
管
理
処
分
権
は
一
定
の
期
間
の
聞
な
お
存
続
す
る
(
同

二
二

O
九
条
後
段
、
二
二
一

O
条)。

ニ
つ
ぎ
に
、
遺
産
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
の
遺
言
執
行
者
の
訴
訟
追
行
権
が
、
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
を
み
て
み
る
と
、

ド
イ
ツ
で
は
、
法
律
自
身
も
、
ま
た
学
説
も
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
場
合
に
分
け
て
こ
れ
を
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
遺
産
に
属
す
る
権
利
で
、

遺
言
執
行
者
の
管
理
に
服
し
て
い
る
も
の
を
訴
訟
物
と
す
る
訴
訟
(
積
極
訴
訟
、
〉
富
一
ぐ
匂
円
。
Nom)
と
、
遺
産
に
向
け
ら
れ
た
請
求
権
を
主
張

す
る
訴
訟
(
消
極
訴
訟
、
同
V
M

凶凹包〈℃吋。
N
O
E
)

と
を
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
ド
イ
ツ
民
法
二
一
二
二
条
は
、
「
遺
言
執
行
者
ノ
管
理
ニ
属
ス
ル
権
利
ハ
遺
言
執
行
者
ニ
貯
テ
ノ
ミ
裁
判
上
之
ヲ
行
使
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
。
」
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
遺
言
執
行
者
に
認
め
ら
れ
た
排
他
的
な
管
理
処
分
権
の
効
果
と
し
て
、
積
極
訴
訟
に
つ
き
彼
に
当
事
者

適
格
を
認
め
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
(
冨
m
N
N
H
M

〉ロヨ・

ω‘
ωlω
明日記
N

〉ロ
B
-
H
)

。
そ
れ
故
、
積
極
訴
訟
に
お
い
て
遺
言
執
行
者
が
受

け
た
判
決
は
、
相
続
人
に
対
し
有
利
・
不
利
を
問
わ
ず
既
判
力
を
及
ぽ
し
(
ド
民
訴
三
二
七
条
一
項
)
、
ま
た
執
行
力
も
及
ぶ

遺言執行者の訴訟追行権

(
同
七
二
八
条

北法38(5-6・II・407)1757
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二
項
)
。
遺
言
執
行
者
は
、
遺
産
の
管
理
上
必
要
な
場
合
に
は
、
自
分
へ
の
給
付
を
訴
求
し
う
る
(
富
山
N
N
H
N

〉
ロ
ヨ
-
H
N
W

中
ω

ご
N
H
N

〉
ロ
ヨ
-

y

ω

仲間
N
N
H
N

〉自己・
ω
)

。
訴
訟
物
が
、
遺
産
に
属
し
、
か
っ
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
に
服
す
る
権
利
で
あ
る
と
き
は
、
第
三
者
に
よ
っ
て
提

論

起
さ
れ
た
消
極
的
確
認
訴
訟
に
つ
い
て
も
、
遺
言
執
行
者
が
被
告
適
格
を
有
す
る

者
は
、
相
続
回
復
請
求
権
や
遺
言
者
自
身
の
相
続
権
を
裁
判
上
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
る

』

Z
N己
H
H
)

。
こ
れ
に
対
し
、
相
続
人
の
相
続
権
は
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
に
服
す
る
権
利
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
争
い
は
、

相
続
人
相
互
間
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
遺
言
執
行
者
に
よ
っ
て
追
行
さ
れ
て
い
る
訴
訟
に
お
い
て
、
相
続
権
に
つ
い
て

の
争
い
が
、
中
間
の
争
点
と
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
裁
判
は
、
真
正
の
相
続
人
に
対
し
て
既
判
力
を

生
じ
な
い
お
ω

間
N
N
H
N

〉
ロ
ヨ
・
少
ω

仲間
N
N
H
N

〉
ロ
自
・
。
)
。
ま
た
、
遺
言
の
有
効
性
に
つ
き
争
い
が
あ
る
場
合
に
、
遺
言
執
行
者
と
し
て

そ
の
遺
言
の
執
行
を
な
す
権
利
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
や
、
遺
言
に
よ
る
指
定
(
〈
止
ロ
関
口
口
問
)
の
有
効
性
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
な
ど
に
つ

き
、
遺
言
執
行
者
は
当
事
者
適
格
を
有
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
受
け
た
判
決
は
、
相
続
人
に
対
し
て
既
判
力
を
及
ぼ
さ
な
い

3
4
m
ω
N叶

ロ
ω
・問。

E
q
の
見
解
な
ど
)
。

遺
産
に
属
す
る
権
利
に
つ
き
、
遺
言
執
行
者
が
管
理
処
分
権
を
も
ち
、
そ
れ
故
に
当
事
者
適
格
を
有
す
る
と
き
は
、
相
続
人
は
そ
の
権
利

に
つ
き
当
事
者
適
格
を
も
た
な
い
(
富
山
N
N
H
N

〉
ロ
ヨ
・
ω

・m
l
ω

明

N
N
H
N

〉
ロ
自
-
N
u
m
仲間
N
N
H
N

〉
ロ
ヨ
-
N
)

。
こ
の
こ
と
は
、
遺
言
執
行
者

が
必
要
な
訴
訟
を
提
起
し
な
い
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。
相
続
人
と
し
て
は
、
遺
言
執
行
者
の
遺
産
管
理
義
務
(
ド
民
一
一
一
二
六
条
)
の
履

行
(
訴
訟
の
提
起
・
追
行
)
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
て
、
強
制
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
宮
間
N
N
H
N

〉ロ
E
・
5
・ω
仲間
M
M
H
N

〉ロ
B
-
N
)

。

(
ω
ω

叩

N
N
H
N

〉
ロ
自
・
少
ω
1』
閉

ω
N
Z
H
H
)

。
遺
言
執
行

(
印
i
ω
ω
N
N
H
N

〉ロ
B
-
A
Y
ω

仲間
N
N
H
N

〉ロヨ・

P
印

ド
イ
ツ
民
法
二
二
一
七
条
に
よ
り
、
個
々
の
遺
産
の
解
放
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
遺
言
執
行
者
の
解
任
を
求
め

る
こ
と
も
で
き
る
(
同
二
二
二
七
条
)
。
他
方
、
遺
言
執
行
者
は
相
続
人
に
対
し
訴
訟
追
行
の
た
め
の
授
権
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
授
権

が
あ
れ
ば
、
相
続
人
は
任
意
的
訴
訟
担
当
者
と
し
て
遺
産
に
属
す
る
権
利
に
つ
き
訴
訟
の
提
起
・
追
行
を
な
し
う
る

ま
た
、
相
続
人
は
、

(
宮
山
N
N
H
N

〉ロヨ・同∞‘
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ω

ω

叩

N
N
H
N
K
戸口自・
ω
-
盟

問

N
N
H
N

〉
ロ
ヨ
・
ω
岨

ω
l』
問

ω
N叶

E

H

)

。
な
お
、
相
続
人
は
、
遺
言
執
行
者
の
授
権
が
な
く
て
も
、
あ
る
遺
産
債

務
の
不
存
在
確
認
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
お
ω
m
N
N
H
N

〉ロ
5
・N
)

。
こ
れ
は
、
実
質
的
に
は
つ
ぎ
に
述
べ
る
消
極
訴
訟
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
そ
の
受
け
た
判
決
は
、
遺
言
執
行
者
に
不
利
に
は
そ
の
効
力
を
及
ぽ
さ
な
い
。

遺言執行者の訴訟追行権

つ
ぎ
に
消
極
訴
訟
に
つ
い
て
み
る
と
、
ド
イ
ツ
民
法
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
規
定
を
置
い
て
い
る
(
一
二
二
三
条
)
。
同
条
に
よ
る
と
、
ま
ず
、

遺
留
分
請
求
権
(
お
よ
び
こ
れ
を
確
保
す
る
た
め
の
報
告
請
求
権
)
は
、
常
に
相
続
人
を
被
告
と
し
て
こ
れ
を
行
使
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
(
一

項
三
文
)
。
遺
留
分
請
求
権
以
外
の
、
遺
産
に
対
す
る
請
求
権
(
物
権
的
請
求
権
を
含
む
。

ω

仲間
N

N

E

〉
ロ

5
・
H

ロ・

5
)
に
関
す
る
訴
訟
に

つ
い
て
は
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
権
の
範
囲
に
応
じ
て
つ
ぎ
の
三
つ
の
場
合
に
分
け
て
、
そ
の
当
事
者
適
格
者
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
ず
第
一
は
、
遺
言
執
行
者
が
全
遺
産
に
つ
い
て
管
理
処
分
権
を
有
し
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
遺
産
に
対
す
る
請
求

権
者
は
、
相
続
人
に
対
し
て
も
、
ま
た
遺
言
執
行
者
に
対
し
て
も
、
さ
ら
に
両
者
に
対
し
同
時
に
で
も
、
給
付
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
る
(
同
条
一
項
一
文
)
。
し
か
し
、
遺
産
へ
の
執
行
の
た
め
に
は
、
遺
言
執
行
者
に
対
す
る
給
付
判
決
が
必
要
で
あ
り
、
か
っ
、
そ
れ
だ
け

で
十
分
で
あ
る
(
ド
民
訴
七
四
八
条
一
項
)
。
そ
れ
故
、
相
続
人
に
対
し
て
給
付
判
決
を
得
た
だ
け
の
場
合
は
、
遺
産
へ
の
執
行
を
な
す
に
は
、

改
め
て
遺
言
執
行
者
に
対
し
て
判
決
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
判
決
は
執
行
忍
容
判
決
で
も
よ
い
か
ら
、
当
初
か
ら
、
相
続
人
に
は

給
付
の
訴
え
を
、
遺
書
執
行
者
に
は
執
行
忍
容
の
訴
え
を
併
合
提
起
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る

(
ω
l
ω

叩

N
N
H
ω

〉
ロ

E
・
3
。
と
こ
ろ
で
、
遺

言
に
よ
る
指
定
に
よ
り
、
あ
る
い
は
遺
言
執
行
者
に
よ
る
遺
産
か
ら
の
解
放
(
ド
民
一
=
二
七
条
)
に
よ
り
、
特
定
の
個
々
の
遺
産
に
つ
い

て
は
遺
言
執
行
者
の
管
理
処
分
権
が
及
ば
な
い
場
合
で
も
、
こ
の
第
一
の
場
合
に
属
す
る
。
ま
た
、
遺
言
執
行
者
が
す
で
に
遺
産
を
占
有
し

て
い
る
か
否
か
は
問
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
遺
言
執
行
者
が
占
有
し
て
い
る
特
定
の
遺
産
の
引
渡
請
求
権
を
相
続
人
に
対
し
て
も
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
る
(
宮
間
N

N

E

〉
ロ
ヨ
・
∞

λ山
1
ω

間
N
N
H
ω

〉
ロ
ヨ
-
U
-
ω

ニN
N
H
ω

〉
ロ
ヨ
・

3
。
遺
産
に
対
す
る
請
求
権
に
つ
き
遺
言
執
行
者

が
受
け
た
判
決
は
、
相
続
人
に
対
し
有
利
、
不
利
を
問
わ
ず
既
判
力
を
生
じ
る
(
ド
民
訴
三
二
七
条
二
項
)
。
た
だ
し
、
執
行
忍
容
の
訴
え
は
、

北法38(5-6・11・409)1759
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遺
産
に
対
す
る
請
求
権
に
つ
い
て
の
訴
え
で
な
い
か
ら
、
相
続
人
に
判
決
の
効
力
は
及
ば
な
い

(ω件
闘

N

N

E

〉
ロ
ヨ
-
H
N
)

。
遺
言
執
行
者
に

対
す
る
訴
訟
で
給
付
判
決
を
得
た
請
求
権
者
は
、
相
続
人
に
対
す
る
執
行
文
を
得
て
(
同
七
二
八
条
二
項
)
、
相
続
人
の
固
有
財
産
に
も
執
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
お
lm出
N

N

E

〉ロ
E-
戸
)
。
も
っ
と
も
、
相
続
人
は
、
そ
の
責
任
の
制
限
を
主
張
し
う
る
(
同
七
八

O
条
二
項
参
照
)
。

他
方
、
相
続
人
に
対
し
て
下
さ
れ
た
判
決
は
、
遺
言
執
行
者
の
不
利
に
は
既
判
力
を
生
じ
な
い
。
遺
言
執
行
者
に
有
利
な
判
決
(
相
続
人
の

は
、
遺
言
執
行
者
に
も
効
力
を
生
じ
る
。
さ
も
な
い
と
、
遺
言
執
行
者
に
対
す
る
後
訴
で
、
異
な
る
内
容
の
判
決
が
な
さ
れ
る

論

勝
訴
判
決
)

可
能
性
が
あ
り
、
も
し
異
な
る
判
決
が
下
さ
れ
る
と
相
続
人
に
お
い
て
既
判
力
の
抵
触
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
(
ω
l』

m
ω
N

ごロ

N

λ
凶

ω山
N

N

E

〉
ロ
ヨ
・
ロ
)
。
な
お
、
相
続
人
が
訴
え
ら
れ
た
場
合
、
遺
言
執
行
者
の
同
意
が
な
い
限
り
、
遺
産
に
属
す
る
反
対
債
権
で
相

殺
を
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
に
、
遺
言
執
行
者
が
、
単
に
個
々
の
遺
産
に
つ
い
て
の
み
管
理
処
分
権
を
有
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
遺
産
に
対
す
る
請
求
権

者
は
、
相
続
人
に
対
し
て
の
み
、
こ
の
権
利
を
行
使
し
う
る
(
ド
民
二
二
一
三
条
一
項
二
文
)
。
遺
言
執
行
者
に
対
す
る
給
付
の
訴
え
は
、
被

告
適
格
の
欠
棋
に
よ
り
却
下
さ
れ
る
(
印
i

印叩
N
N
H
ω

〉ロ
E
-
P
印仲間
N
N
H
ω

〉
ロ
ヨ
・
巴
)
。
請
求
権
者
が
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
に
服
し
て
い

る
特
定
の
財
産
に
執
行
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
執
行
忍
容
判
決
(
ま
た
は
執
行
受
諾
の
公
正
証
書
)
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
同
条
三

項
、
ド
民
訴
七
四
八
条
二
項
、
七
九
四
条
二
項
)
。
請
求
権
者
が
、
遺
言
執
行
者
を
相
手
方
と
し
て
給
付
の
訴
え
を
提
起
し
た
と
き
は
、
執
行

忍
容
判
決
が
有
意
義
で
あ
る
限
り
、
執
行
忍
容
の
訴
え
と
し
て
取
扱
う
べ
き
で
あ
る

(ω
ふ
m

N

N

Z

〉
ロ
日
・
品
w

日
朗
自
Nω

〉
ロ
ヨ
・
口
)
。

第
三
に
、
遺
言
執
行
者
が
、
遺
産
に
つ
き
全
く
管
理
処
分
権
を
有
し
な
い
と
き
は
、
請
求
権
者
は
、
相
続
人
に
対
し
て
の
み
訴
求
す
べ
き

で
あ
り
、
相
続
人
に
対
す
る
給
付
判
決
の
み
で
遺
産
に
対
し
て
も
執
行
を
な
し
う
る
こ
と
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
遺
言
執
行
者
個
人
に
対
す
る
守
2
8
E
R
Z
訴
え
は
、
ド
イ
ツ
民
法
二
二
一
一
ニ
条
、
ド
イ
ツ
民
事

訴
訟
法
三
二
七
条
二
項
と
は
関
係
が
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
個
人
的
な
訴
え
と
し
て
は
、
遺
言
執
行
者
を
被
告
と
し
て
、
彼
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の
職
務
権
限
が
争
わ
れ
る
場
合
、
解
任
が
求
め
ら
れ
て
い
る
場
合
、
彼
の
義
務
で
あ
る
遺
産
目
録
の
交
付
や
、
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償

が
求
め
ら
れ
て
い
る
場
合
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
遺
言
の
無
効
確
認
の
訴
え
を
も
含
む
と
解
さ
れ
て
い
る

(ωω
叩

N

N

E
〉
ロ

B
・

o-g

遺言執行者の訴訟追行権

山

N
N
H
ω

〉
ロ

E-EWω
』

叩

ω
N
叶
口
ω
)

。

三
な
お
、
遺
言
執
行
者
の
職
務
範
囲
と
直
接
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
つ
ぎ
の
諸
制
度
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ

で
は
、
遺
言
執
行
者
と
指
定
さ
れ
た
者
の
な
す
就
任
の
受
諾
な
ら
び
に
拒
絶
は
、
遺
産
裁
判
所
に
対
す
る
意
思
表
示
に
よ
っ
て
な
す
も
の
と

さ
れ
て
い
る
(
ド
民
二
二

O
二
条
)
。
被
相
続
人
が
遺
言
執
行
者
の
指
定
を
第
三
者
に
委
託
し
た
場
合
、
そ
の
第
三
者
が
な
す
指
定
も
、
遺
産

裁
判
所
に
対
す
る
意
思
表
示
に
よ
っ
て
な
す
も
の
と
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
意
思
表
示
は
公
の
認
証
あ
る
方
式
に
よ
っ
て
な
す
こ
と
を
要
す

る
(
同
一
二
九
八
条
、
二
一
九
九
条
)
。
遺
言
執
行
者
は
、
請
求
す
れ
ば
、
遺
産
裁
判
所
か
ら
そ
の
指
定
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
こ
の
遺
言
執
行
者
証
明
書
(
叶

g
g
g
g
gさ
]
E
z
n
w
q
N
2宮
町
)
に
は
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
権
が
制
限
さ
れ
て
い
る

と
き
ゃ
、
無
制
限
に
遺
産
の
た
め
に
債
務
を
負
担
し
う
る
と
き
は
、
そ
の
旨
が
記
載
さ
れ
る
(
同
二
三
六
八
条
)
。
そ
し
て
、
こ
の
-
証
明
書
に

は
公
信
力
が
認
め
ら
れ
る
(
同
条
三
項
、
二
三
六
六
条
)
。
そ
こ
で
、
遺
言
執
行
者
の
指
定
が
、
遺
産
裁
判
所
に
呈
示
さ
れ
た
公
文
書
中
に
包

含
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
証
明
書
の
交
付
前
に
そ
の
指
定
の
効
力
に
関
し
て
相
続
人
の
意
見
を
聴
く
べ
き
も
の
と
さ
れ
て

い
る
(
同
二
三
六
八
条
二
項
)
。
ま
た
、
遺
言
執
行
者
の
就
任
の
受
託
、
拒
絶
、
第
三
者
の
遺
言
執
行
者
の
指
定
の
意
思
表
示
を
閲
覧
す
る
に

つ
き
法
律
上
の
利
益
を
有
す
る
者
は
、
そ
の
利
益
を
疎
明
し
て
請
求
す
れ
ば
、
閲
覧
が
認
め
ら
れ
る
(
同
二
二
二
八
条
)
。

固
さ
て
、
以
上
の
概
観
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
と
日
本
と
で
は
、
遺
言
執
行
者
の
地
位
、
性
格
、
そ
の
職
務
権
限
な
ど
の
点

で
非
常
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
法
に
お
け
る
遺
言
執
行
者
が
い
か
な
る
訴
訟
に
つ
き
当
事
者
適

格
を
有
す
る
か
を
考
察
す
る
上
で
、
ド
イ
ツ
法
は
い
ろ
い
ろ
参
考
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
遺
言
執
行
者

は
、
原
則
と
し
て
全
遺
産
に
つ
き
排
他
的
な
管
理
処
分
権
を
有
し
、
か
っ
、
遺
産
の
た
め
に
債
務
を
負
担
す
る
権
限
を
も
有
し
て
い
る
が
、
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わ
が
国
で
は
そ
の
よ
う
な
原
則
は
存
在
し
な
い
。
遺
言
執
行
者
は
破
産
管
財
人
と
並
べ
て
同
様
な
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

ド
イ
ツ
で
は
そ
の
よ
う
な
取
扱
い
は
正
当
と
考
え
ら
れ
る
が
、
わ
が
国
で
も
そ
う
だ
と
い
い
う
る
か
は
検
討
を
要
す
る

(
文
献
⑮
一
六
四
頁

論

参
照
)
。
第
二
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
遺
産
に
関
す
る
訴
訟
を
積
極
財
産
に
関
す
る
訴
訟
と
遺
産
に
対
す
る
請
求
権
に
関
す
る
訴
訟
と
に
分
け
て
、
遺

言
執
行
者
の
当
事
者
適
格
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
際
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
処
理
分
権
が
そ
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

そ
の
よ
う
な
区
別
を
し
な
い
で
、
ま
た
管
理
権
と
も
必
ず
し
も
関
係
づ
け
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
『
遺
言
執
行
上
の
必
要

性
』
と
い
う
基
準
で
処
理
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

わ
が
国
で
は
、

ド
イ
ツ
で
は
、
遺
言
の
有
効
・
無
効
の
確
認
訴
訟
は
、
遺
産
に
関
す
る
訴
訟
と
は
全
く
異
な
る
も
の
と
取
扱
わ
れ
て
い
る
が
、

わ
が
国
で
は
、
そ
の
点
が
や
や
不
明
確
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
四
に
、
遺
言
執
行
者
が
原
則
と
し
て
全
遺
産
に
つ
き
包
括
的
に
管
理
処
分
権
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
遺
言
執
行
者
の
存
否
、
そ
の
権
限

の
範
囲
を
第
三
者
が
容
易
に
、
か
っ
、
正
確
に
知
り
う
る
方
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ド
イ
ツ
で
は
当
事
者
適
格
者
の
判
断
を
誤
る
こ

そ
の
よ
う
な
方
策
が
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
施
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
事
者
適

第
三
に
、

と
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
わ
が
国
で
は
、

格
の
所
在
に
つ
い
て
の
判
断
を
誤
る
お
そ
れ
が
大
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
判
断
ミ
ス
が
生
じ
た
場
合
、
常
に
、
当
事
者
適
格
の
な

い
者
に
対
す
る
訴
え
と
し
て
却
下
す
れ
ば
よ
い
と
い
え
る
か
が
問
題
と
な
る
。
何
ら
か
の
救
済
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
遺
言
執
行
者
に

特
有
の
問
題
と
は
い
え
な
い
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
わ
が
国
で
は
、
登
記
が
対
抗
要
件
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
で
、
遺
贈
は
原
則
と
し
て
物
権
的
効
果
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ド
イ
ツ
法
の
概
観
を
終
る
こ
と
に
す
る
。
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説

(9)
こ
の
点
を
強
調
し
、
そ
の
救
済
策
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
、
文
献
⑪
六

O
頁
以
下
が
あ
る
。

(
叩
)
通
説
・
判
例
で
あ
る
。
大
判
大
正
五
・
一
一
・
八
民
録
二
二
輯
ニ

O
七
八
頁
、
最
判
昭
和
三
九
・
三
・
六
民
集
一
八
巻
三
号
四
三
七
頁
、
同
昭

和
六
二
・
四
・
二
三
民
集
四
一
巻
三
号
四
七
四
頁
な
ど
。

論

遺
言
の
効
力
に
関
す
る
確
認
訴
訟

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
あ
る
遺
言
書
に
お
い
て
遺
言
執
行
者
と
指
名
さ
れ
た
者
が
、
受
遺
者
と
さ
れ
て
い
る
者
を
被
告
と
し
て
、
そ

の
遺
言
の
無
効
確
認
を
訴
求
す
る
場
合
は
、
遺
言
執
行
者
は
訴
訟
担
当
者
で
は
な
く
、
彼
固
有
の
地
位
に
も
と
づ
く
訴
え
で
あ
る
と
明
言
す

る
判
例
も
あ
る
が
、
遺
一
一
言
の
効
力
に
関
す
る
訴
訟
を
遺
産
に
関
す
る
訴
訟
と
同
列
に
お
き
、
そ
こ
に
お
け
る
遺
言
執
行
者
の
訴
訟
追
行
権
を

論
じ
て
い
る
学
説
も
多
い
。
も
し
訴
訟
担
当
で
な
い
と
す
れ
ば
、
遺
言
執
行
者
の
受
け
た
判
決
は
相
続
人
に
及
ば
な
い
こ
と
に
な
り
、
他
方
、

相
続
人
に
確
認
の
利
益
が
認
め
ら
れ
る
限
り
、
相
続
人
も
遺
言
の
有
効
・
無
効
確
認
訴
訟
の
正
当
な
当
事
者
と
な
り
う
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
に
反
し
、
遺
言
執
行
者
を
こ
こ
で
も
訴
訟
担
当
者
で
あ
る
と
み
る
と
、
本
人
た
る
相
続
人
は
ど
の
よ
う
に
判
決
の
効
力
を
受
け
、
ま
た
、

遺
言
の
効
力
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
き
相
続
人
自
身
は
当
事
者
適
格
を
失
う
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
場
合
、
そ
の
効
力
に
つ
き
争
い
の
あ
る
遺
言
が
、
当
該
遺
言
執
行
者
の
地
位
を
も
基

礎
づ
け
る
も
の
で
あ
る
か
、
執
行
者
の
地
位
に
は
関
係
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
を
分
け
て
論
じ
る
の
が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
後
者
に
属
す
る

場
合
と
し
て
は
、
遺
言
中
の
あ
る
特
定
の
条
項
の
解
釈
の
み
が
問
題
で
あ
る
と
き
や
、
同
一
人
が
時
期
を
異
に
し
て
複
数
の
遺
言
を
な
し
、

遺
言
執
行
者
の
指
名
を
含
む
方
の
遺
言
に
つ
い
て
は
争
い
が
な
く
、
他
方
の
遺
言
の
効
力
が
争
わ
れ
て
い
る
と
き
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

ニ
便
宜
上
、
後
者
の
場
合
か
ら
み
て
い
く
と
、
遺
言
執
行
者
が
無
効
な
遺
言
を
執
行
し
た
り
、
遺
言
の
範
囲
を
超
え
て
執
行
し
た
り
す

る
と
、
受
託
者
と
し
て
の
義
務
に
違
反
し
た
も
の
と
し
て
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
危
険
を
避
け
る
必
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遺言執行者の訴訟追行権

そ
の
た
め
に
彼
に
当
事
者
適
格
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
こ
と
も
一
理
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
遺
言
執
行
者
の
職

務
で
あ
る
寸
遺
言
の
執
行
」
と
は
、
そ
の
効
力
に
争
い
の
な
い
遺
言
条
項
の
執
行
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
効
力
に
つ
い
て
の
争
い
を
解
決
す

る
こ
と
を
も
包
含
す
る
と
解
す
れ
ば
、
こ
の
種
の
訴
訟
を
追
行
す
る
こ
と
も
彼
の
職
務
範
囲
の
事
項
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
受
遺
者
が
遺
言

執
行
者
に
対
し
て
遺
贈
義
務
の
履
行
を
求
め
る
訴
訟
の
代
わ
り
に
、
遺
言
の
有
効
確
認
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
(
民
訴
二
二
五
条
参
照
)
や
、

遺
贈
義
務
の
履
行
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
遺
言
の
有
効
・
無
効
の
中
間
確
認
が
求
め
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
判
決
の
効
力
が
相
続
人
に
及
ば
な

い
と
い
う
の
で
は
、
紛
争
は
最
終
的
に
解
決
し
た
と
は
い
い
え
な
い
し
、
遺
贈
義
務
自
体
に
つ
い
て
の
判
決
の
効
力
と
の
比
較
か
ら
も
問
題

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
当
該
の
遺
言
条
項
が
有
効
で
あ
れ
ば
直
接
利
益
を
受
け
る
者
と
の
間
で
の
遺
言
の
効
力
、
内
容
に
つ
い
て
の
確

認
訴
訟
に
お
い
て
は
、
遺
言
執
行
者
は
訴
訟
担
当
者
と
し
て
当
事
者
と
な
り
、
そ
の
受
け
た
判
決
は
相
続
人
に
及
ぶ
と
解
す
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
相
続
人
が
自
分
に
不
利
な
遺
言
の
執
行
を
な
さ
せ
な
い
た
め
に
、
遺
言
執
行
者
に
対
し
て
遺
言
の
無
効
確
認
訴

訟
を
提
起
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
事
者
適
格
は
認
め
て
よ
い
が
、
そ
の
判
決
の
効
カ
は
、
受
遺
者
等
に
は
少
な
く
と
も
そ
の
不
利
に
は

及
ば
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
問
題
は
、
遺
言
執
行
者
が
存
在
す
る
場
合
に
、
相
続
人
が
受
遺
者
等
を
相
手
方
と
し
て
遺
言
の
無
効
確
認

訴
訟
を
提
起
し
た
り
、
ま
た
受
遺
者
の
側
か
ら
相
続
人
を
被
告
と
し
て
遺
言
の
有
効
確
認
の
訴
え
を
提
起
し
た
り
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
確
認
の
利
益
は
、
原
告
の
方
か
ら
み
て
当
該
被
告
を
相
手
方
と
し
て
確
認
判
決
を
求
め
る
利
益
が
あ
れ
ば
足
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、

右
の
問
題
を
肯
定
す
る
見
解
も
あ
る
(
文
献
⑭
八

O
頁
)
が
、
や
は
り
、
遺
言
の
執
行
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
遺
言
執
行
者
に
の
み

適
格
が
あ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
遺
言
執
行
者
を
訴
訟
担
当
者
と
み
る
限
り
、
彼
の
受
け
た
判
決
は
相
続
人
に
及
ぶ
こ

と
に
な
る
か
ら
、
も
し
相
続
人
に
も
当
事
者
適
格
を
認
め
、
か
っ
、
相
続
人
に
お
い
て
既
判
力
の
抵
触
が
生
じ
な
い
と
す
る
た
め
に
は
、
相

続
人
が
受
け
た
判
決
は
遺
言
執
行
者
に
対
し
て
も
効
力
を
及
ぽ
す
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
民
法
一

O
一
三
条
の
解
釈
上
認
め
ら

れ
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

要
が
あ
り
、
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説

こ
れ
に
対
し
、
そ
の
効
力
が
争
わ
れ
て
い
る
遺
言
自
体
に
よ
っ
て
、
遺
言
執
行
者
の
地
位
が
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
場
合
に

つ
い
て
は
、
趣
き
を
異
に
す
る
。
受
遺
者
が
遺
言
執
行
者
を
被
告
と
し
て
遺
言
の
有
効
確
認
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
、
ま
た
逆
に
遺
言
執
行

者
が
受
遺
者
を
被
告
と
し
て
遺
言
の
無
効
確
認
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
、
こ
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
本
案
に
つ
い
て
の
判
断
の
結
果
い
か
ん

に
か
か
わ
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
遺
言
を
無
効
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
と
き
で
も
、
遺
言
執
行
者
は
当
事
適
格
を
有
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
で
、
遺
言
が
有
効
と
い
う
本
案
判
決
が
な
さ
れ
て
も
、
相
続
人
は
、
遺
言
の
無
効
を
主
張
し
て
、
遺
言
執
行
者

の
訴
訟
担
当
資
格
を
争
い
、
そ
の
判
決
が
自
分
に
効
力
を
及
ぽ
さ
な
い
こ
と
を
主
張
で
き
る
。
た
だ
し
、
受
遺
者
ま
た
は
遺
書
執
行
者
か
ら
、

相
続
人
に
当
該
訴
訟
に
つ
い
て
の
通
知
が
な
さ
れ
て
い
た
と
き
は
、
相
続
人
は
も
は
や
争
え
な
い
と
解
す
る
余
地
は
あ
ろ
う
。

相
続
人
が
受
遺
者
を
被
告
と
し
て
提
起
す
る
遺
言
の
無
効
確
認
訴
訟
も
、
本
案
に
つ
い
て
の
判
断
の
結
果
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
適
法

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
訴
訟
で
遺
言
を
有
効
と
す
る
本
案
判
決
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
判
決
の
効
力
は
当
然
に
は
遺
言
執
行
者

に
は
及
ば
ず
、
遺
言
執
行
者
は
受
遺
者
に
対
し
て
遺
言
の
無
効
を
主
張
で
き
る
。
た
だ
し
、
相
続
人
な
い
し
受
遺
者
か
ら
遺
言
執
行
者
に
あ

ら
か
じ
め
訴
訟
の
通
知
が
な
さ
れ
て
い
た
と
き
は
、
既
判
力
が
拡
張
さ
れ
る
と
解
す
る
余
地
は
あ
ろ
う
。

論

(
1
)
大
阪
控
判
大
正
六
・
五
・
二
四
新
聞
一
二
八
五
号
二
四
頁
。
そ
の
原
審
判
決
で
あ
る
大
阪
地
判
大
正
六
・
三
・
六
新
聞
一
二
八
三
号
二
七
頁
も

同
旨
か
。

(
2
)
文
献
⑥
、
文
献
⑪
、
文
献
⑭
な
ど
。

(
3
)
2・m
N
H
U
叶
〉
ロ
ヨ
・
お
ロ
・
お
も
同
様
な
区
別
を
し
て
い
る
。

(
4
)
そ
の
よ
う
な
ケ

1
ス
と
し
て
、
東
京
地
判
大
正
三
・
三
・
六
評
論
コ
一
巻
民
法
一
七
六
頁
と
、
そ
の
控
訴
審
判
決
で
あ
る
東
京
控
判
大
正
三
・
一

一
・
五
新
聞
九
九
八
号
二
一
頁
が
あ
る
。

(
5
)
そ
の
効
力
が
争
わ
れ
て
い
る
遺
言
自
体
に
よ
っ
て
遺
言
執
行
者
の
他
位
も
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
の
判
例
で
あ
る
が
、
相
続
人
に
当
事
者
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適
絡
を
認
め
る
も
の
と
し
て
、
横
浜
地
判
、
裁
判
年
月
日
不
明
、
明
四

0
年
間
二
九
一
号
、
新
聞
四
九

O
号
六
頁
、
東
京
地
判
昭
和
五
九
・
四
・

二
七
判
時
一
一
四
五
号
七
五
頁
が
あ
る
。

(6)
同
じ
結
論
を
認
め
る
も
の
と
し
て
、
前
掲
横
浜
地
判
、
新
聞
四
九
O
号
六
頁
、
大
阪
地
判
、
裁
判
年
月
日
不
明
、
明
治
四
三
年
間
九
五
号
、
新

聞
六
四
六
号
二
ハ
頁
、
高
松
高
判
昭
和
一
三
・
七
・
五
下
民
集
七
巻
七
号
一
七
六
四
頁
。
な
お
、
右
高
松
高
判
は
、
遺
言
執
行
者
、
相
続
人
、
共

同
受
遺
者
を
被
告
と
す
る
遺
言
無
効
確
認
訴
訟
を
類
以
必
要
的
共
同
訴
訟
と
解
し
て
い
る
。
前
掲
東
京
地
判
昭
和
五
九
・
四
・
二
七
は
、
遺
言
の

執
行
と
し
て
受
遺
者
へ
所
有
権
移
転
登
記
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
限
り
、
相
続
人
に
当
事
者
適
格
を
認
め
る
よ
う
で
あ
る
。

四

遺
産
に
属
す
る
積
極
財
産
に
関
す
る
訴
訟

遺言執行者の訴訟追行権

つ
ぎ
に
、
遺
産
に
属
す
る
積
極
財
産
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
遺
言
執
行
者
が
、
特
定
の
物
な
い
し
権
利
が
遺
産
に

属
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
旨
の
確
認
を
求
め
、
あ
る
い
は
登
記
の
抹
消
・
移
転
手
続
や
物
の
引
渡
し
を
求
め
る
と
き
は
、
そ
の
よ
う
な

訴
訟
を
追
行
す
る
こ
と
が
、
遺
言
の
執
行
上
必
要
で
あ
る
限
り
、
彼
に
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
は
異
論
が
な

い
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、
第
三
者
が
、
あ
る
物
な
い
し
権
利
が
自
己
に
帰
属
し
、
遺
産
に
属
し
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
、
遺
産
で
な
い
こ
と

の
確
認
を
求
め
、
あ
る
い
は
積
極
的
に
そ
の
権
利
が
自
分
に
属
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
場
合
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
第
三
者
の
な
す

消
極
的
確
認
訴
訟
は
、
遺
言
執
行
者
の
提
起
す
る
積
極
訴
訟
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
遺
言
執
行
者
に
被
告
適
格
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
三
者
か
ら
の
攻
撃
に
対
し
て
遺
産
を
防
衛
す
る
こ
と
も
、
保
存
な
い
し
管
理
行
為
で
あ
る
か
ら
、
遺
言
執
行

者
が
そ
の
物
な
い
し
権
利
に
つ
き
管
理
権
を
有
す
る
か
ぎ
り
、
被
告
適
格
も
認
め
ら
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
「
わ
が
国
で
は
、
こ
の

種
の
訴
訟
に
つ
き
遺
言
執
行
者
に
被
告
適
格
を
認
め
る
こ
と
を
疑
問
と
し
、
あ
る
い
は
相
続
人
や
受
遺
者
に
被
告
適
格
を
認
め
る
べ
き
で
あ

る
と
す
る
学
説
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
と
し
て
奈
良
次
郎
判
事
の
見
解
が
あ
る
。
同
判
事
に
よ
れ
ば
、
相
続
人
が
、
遺
言
の
無
効
を
主
張
し
て
相
続
財
産
に
つ
い
て
自

北法38(5-6・II・417)1767



説

分
が
持
分
権
を
有
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
場
合
の
よ
う
に
、
遺
言
と
直
接
な
い
し
密
接
に
関
連
す
る
場
合
や
(
文
献
⑪
四
回
頁
)
、
原
告

が
被
相
続
人
と
の
生
前
の
法
律
関
係
(
た
と
え
ば
契
約
締
結
に
よ
っ
て
取
得
し
た
権
利
)
を
主
張
し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
場
合
で
も
、
そ
の

法
律
関
係
が
所
有
権
以
外
の
権
利
(
た
と
え
ば
賃
借
権
や
抵
当
権
)
で
、
そ
の
権
利
が
、
遺
産
に
属
す
る
目
的
物
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

か
っ
、
そ
の
目
的
物
が
遺
産
に
属
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
原
告
に
お
い
て
も
争
い
が
な
い
場
合
に
は
(
文
献
⑪
四
九
頁
)
、
遺
言
執
行
者
に

被
告
適
格
を
認
め
て
よ
い
が
、
原
告
が
、
被
相
続
人
と
の
生
前
の
交
渉
に
よ
り
所
有
権
を
取
得
し
た
と
主
張
し
、
所
有
権
移
転
登
記
手
続
、

目
的
物
の
引
渡
、
所
有
権
確
認
等
を
訴
求
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
誰
が
正
当
な
被
告
で
あ
る
か
を
検
討
し
直
す
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

被
相
続
人
か
ら
生
前
に
当
該
土
地
を
取
得
し
た
と
主
張
す
る
原
告
が
、
遺
言
に
よ
っ
て
被
相
続
人
の
全
遺
産
を
遺
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
者
(
共
同
相
続
人
の
一
人
)
を
被
告
と
し
て
、
所
有
権
確
認
訴
訟
を
提
起
し
た
よ
う
な
場
合
、
「
原
告
側
か
ら
み
る
限
り
に
お
い
て
は
、

遺
言
執
行
者
の
被
告
適
格
の
問
題
は
生
じ
な
い
。
被
告
側
と
し
て
も
、
遺
言
執
行
者
の
被
告
適
格
の
問
題
を
提
出
し
な
く
て
も
よ
い
は
ず
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
原
告
勝
訴
の
と
き
に
は
、
遺
言
執
行
者
が
被
告
適
格
を
有
す
る
こ
と
の
問
題
は
な
い
の
で
あ
り
、
原
告
が
実
体
上
敗

訴
の
と
き
に
は
じ
め
て
被
告
の
遺
言
執
行
者
の
被
告
適
格
の
問
題
が
生
じ
る
に
と
ど
ま
り
、
本
来
、
一
審
被
告
の
争
点
と
な
り
え
な
い
も
の

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
遺
言
執
行
者
が
相
続
人
の
訴
訟
遂
行
に
不
安
を
感
じ
、
被
相
続
人
の
遺
言
の
誠
実
な
履
行
を
果
た
そ
う
と
し
、

被
告
側
の
勝
訴
を
図
る
に
は
、
遺
言
執
行
者
が
被
告
に
補
助
参
加
を
す
る
か
、
ま
た
は
、
(
当
該
)
土
地
の
管
理
権
の
存
在
を
求
め
て
独
立
当

事
者
参
加
の
申
立
を
す
れ
ば
相
当
程
度
防
げ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
(
文
献
⑪
五
三
頁
)
か
ら
、
遺
言
執
行
者
に
被
告
適
格
を
認
め
る
べ
き

で
は
な
い
と
説
か
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
奈
良
説
を
好
意
的
に
評
価
す
る
見
解
も
現
わ
れ
て
い
る
(
文
献
⑬
一

O
一
頁
)
。

ま
た
、
納
谷
広
美
教
授
も
、
「
確
認
の
利
益
に
関
す
る
判
断
は
、
遺
言
執
行
者
の
地
位
・
権
限
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
原
告
の
法
的
地
位
(
権

利
文
は
法
律
関
係
)
に
法
律
上
影
響
が
あ
り
、
か
っ
そ
の
原
因
が
相
手
方
た
る
被
告
に
あ
れ
ば
よ
い
」
と
す
る
考
え
方
か
ら
、
前
掲
昭
和
四

論

九
年
七
月
二
六
日
の
東
京
地
判
は
不
当
な
判
決
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
(
文
献
⑪
八

O
頁)。
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遺言執行者の訴訟追行権

で
は
、
こ
れ
ら
の
学
説
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
管
理
権
を
問
題
と
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
目
的
た
る
物

な
い
し
権
利
が
か
り
に
遺
産
に
属
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
き
遺
言
執
行
者
に
管
理
権
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
問
い
、
も
し
認
め
ら

れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
権
利
を
訴
訟
物
と
す
る
訴
訟
に
つ
き
遺
言
執
行
者
が
当
事
者
適
格
を
有
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
案
に
つ
い

て
判
断
し
た
結
果
、
そ
の
権
利
は
遺
産
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
遺
言
執
行
者
が
そ
れ
に
つ
き
管
理
権
を
も
つ
は

ず
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
当
事
者
適
格
を
有
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
遺
言
執
行
者
が
原
告
と
な
っ
て
給
付
訴
訟
や
積

極
的
確
認
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
そ
の
権
利
が
遺
産
に
属
し
な
い
と
い
う
判
断
に
達
す
る
と
、
原
告
適
格
が
欠
け
る
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
ろ
う
。
ま
た
奈
良
判
事
に
よ
っ
て
、
遺
言
執
行
者
の
被
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
原
・
被
告
が
と

も
に
遺
産
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
目
的
物
の
上
に
、
原
告
の
賃
借
権
や
抵
当
権
が
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て

も
、
請
求
を
認
容
し
う
る
と
い
う
判
断
に
達
す
る
と
、
遺
言
執
行
者
は
そ
の
権
利
に
つ
き
管
理
権
を
有
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
遺
言
執
行
者
が
被
告
適
格
を
失
わ
な
い
の
は
、
当
事
者
適
格
を
基
礎
づ
け
る
管
理
権
の
対
象
は
、
当
該
訴
訟
の
結
果
い
か

ん
に
係
っ
て
い
る
実
体
的
な
利
益
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
利
益
に
つ
い
て
の
管
理
権
の
帰
属
は
、
通
常
、
訴
訟
物
た
る
権
利
が
遺
産
に

属
し
た
と
す
れ
ば
、
誰
が
そ
の
権
利
に
つ
い
て
管
理
権
を
有
す
る
か
と
い
う
判
断
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
は
、
右
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
管
理
権
を
遺
言
執
行
者
が
有
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
遺
言
執
行
者
が
遺
産
全
体
に
つ
き
管

理
権
を
有
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
遺
産
に
属
す
か
否
か
が
争
わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
物
な
い
し
権
利
に
つ
き
管
理
権
を
有
す
る
と
解
し
て

よ
い
。
遺
産
全
体
に
つ
き
管
理
権
を
有
し
て
な
い
場
合
で
も
、
特
定
の
物
や
権
利
に
つ
き
遺
言
執
行
者
が
管
理
権
を
有
し
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
物
な
い
し
権
利
自
体
の
帰
属
や
、
そ
の
物
や
権
利
の
上
に
存
す
る
賃
借
権
・
抵
当
権
等
の
存
否
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
そ
の
遺

言
執
行
者
が
当
事
者
適
格
を
有
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
か
ら
す
れ
ば
、
奈
良
判
事
が
、
遺
言
執
行
者
の
被
告
適
格
を

そ
の
遺
言
執
行
者
が
訴
訟
物
た
る
権
利
に
つ
き
管
理
権
を
有
し
て
い
た
か
が
検
討
さ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

否
定
さ
れ
る
場
合
に
、
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説

ぅ
。
同
判
事
が
前
提
と
し
て
お
ら
れ
る
遺
言
は
、
そ
の
帰
属
に
争
い
の
あ
る
係
争
土
地
あ
る
い
は
全
遺
産
を
共
同
相
続
人
の
一
人
に
遺
贈
す

る
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
(
文
献
⑪
五

O
頁
)
。
単
純
な
包
括
遺
贈
の
場
合
は
も
と
よ
り
、
特
定
遺
贈
の
場
合
で
も
そ
の
目
的
物
が
遺

産
中
に
存
在
す
る
限
り
、
そ
の
所
有
権
は
当
然
に
受
遺
者
に
物
権
的
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
他
方
、
当
該
目
的
物
が
遺
産
中
に
存
在
し

な
け
れ
ば
、
遺
言
中
に
別
段
の
意
思
表
示
が
な
い
限
り
、
そ
の
特
定
遺
贈
は
効
力
を
失
う
(
民
九
九
六
条
)
か
ら
、
前
記
の
よ
う
な
遺
言
の

5命

場
合
に
は
、
遺
言
執
行
者
が
当
該
目
的
物
に
つ
き
管
理
権
を
有
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
特
定
遺
贈
の
目
的
物
に
つ

き
、
未
だ
登
記
の
移
転
や
引
渡
し
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
な
お
遺
言
執
行
者
が
管
理
権
を
有
す
る
と
説
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
受

遺
者
と
遺
言
執
行
者
と
の
問
で
は
、
受
遺
者
が
所
有
者
で
あ
り
、
目
的
物
の
管
理
処
分
権
も
受
遺
者
が
有
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、

た
だ
、
遺
言
執
行
者
は
、
受
遺
者
へ
の
登
記
の
移
転
、
目
的
物
の
引
渡
し
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
関
係
上
、
相
続
人
と
の
関
係
で
、
な
お
管

理
権
を
有
す
る
と
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
受
遺
者
自
身
が
被
告
と
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
受
遺
者
に

被
告
適
格
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
こ
れ
を
否
定
す
る
よ
う
な
排
他
的
な
管
理
権
を
遺
言
執
行
者
が
有
す
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
相

続
人
と
の
関
係
で
も
、
ま
た
受
遺
者
と
の
関
係
で
も
、
遺
言
執
行
者
が
排
他
的
な
管
理
権
を
有
す
る
こ
と
に
争
い
の
な
い
場
合
|
|
た
と
え

ば
、
清
算
型
の
包
括
遺
贈
の
場
合
(
文
献
⑧
二
六
二
頁
な
ど
参
照

)
1
1
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
遺
言
執
行
者
の
み
に
当
事

者
適
格
を
認
め
る
べ
き
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
奈
良
判
事
も
遺
言
執
行
者
に
被
告
適
格
を
承
認
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
奈
良
判
事
は
、
第
三
者
が
提
起
す
る
所
有
権
の
積
極
的
確
認
訴
訟
に
つ
き
、
原
告
側
の
勝
訴
が
確
定
す
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
当

該
不
動
産
が
相
続
財
産
で
な
い
こ
と
が
確
定
す
る
が
、
逆
に
被
告
側
が
勝
訴
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
当
該
不
動
産
が

相
続
財
産
で
あ
る
こ
と
が
確
定
す
る
わ
け
で
な
い
こ
と
を
、
自
説
の
論
拠
の
一
つ
と
し
て
い
る
(
文
献
⑪
五
二
頁
)
。
ま
た
納
谷
教
授
は
、
確

認
の
利
益
は
、
原
告
に
そ
の
よ
う
な
利
益
が
あ
る
か
を
問
題
と
す
れ
ば
足
る
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
遺
言
執
行
者
に
排
他
的
な
管
理
権

が
帰
属
し
て
い
る
場
合
を
前
提
と
す
れ
ば
、
か
り
に
相
続
人
ま
た
は
受
遺
者
に
被
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
場
合
、
少
な
く
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と
も
被
告
敗
訴
の
判
決
は
遺
言
執
行
者
に
そ
の
効
力
を
及
ぽ
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
こ
の
訴
訟
と
は
別
に
、
遺
言
執
行
者

は
右
の
訴
訟
の
原
告
で
あ
っ
た
第
三
者
を
被
告
と
し
て
同
一
目
的
物
の
所
有
権
が
遺
産
(
し
た
が
っ
て
相
続
人
な
い
し
包
括
受
遺
者
)
に
属

す
る
旨
の
確
認
訴
訟
を
適
法
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
訴
訟
で
下
さ
れ
た
本
案
判
決
は
、
相
続
人
な
い
し
受
遺
者
に
そ
の

効
力
を
及
ぽ
す
で
あ
ろ
う
(
民
訴
ニ

O
一
条
二
項
)
。
前
訴
で
は
原
告
た
る
第
三
者
の
所
有
権
が
訴
訟
物
で
あ
り
、
後
訴
で
は
遺
産
に
属
す
る

所
有
権
が
訴
訟
物
で
あ
る
か
ら
、
両
訴
訟
は
訴
訟
物
を
異
に
す
る
が
、
い
ず
れ
の
所
有
権
も
同
一
物
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
い

わ
ゆ
る
後
訴
請
求
が
前
訴
判
決
と
矛
盾
関
係
に
立
つ
場
合
で
あ
り
、
遺
言
執
行
者
の
受
け
た
判
決
の
効
力
の
拡
張
を
受
け
る
相
続
人
な
い
し

受
遺
者
に
お
い
て
既
判
力
が
抵
触
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
前
訴
の
原
告
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
相
続
人
等
を

被
告
と
す
る
訴
訟
で
、
か
り
に
勝
訴
し
て
み
て
も
、
遺
言
執
行
者
か
ら
実
質
的
に
同
一
と
み
ら
れ
る
訴
訟
を
提
起
さ
れ
る
可
能
性
が
残
り
、

も
し
そ
の
よ
う
な
後
訴
に
お
い
て
敗
訴
す
れ
ば
、
前
訴
の
判
決
の
効
力
は
実
質
的
に
は
失
わ
れ
る
結
果
と
な
る
。
他
方
、
最
初
か
ら
遺
言
執

行
者
を
被
告
と
し
て
訴
訟
を
し
て
お
け
ば
、
相
続
人
等
に
も
判
決
の
効
力
は
及
び
、
紛
争
を
一
挙
に
解
決
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
相
続
人
等
を
被
告
と
す
る
確
認
訴
訟
に
つ
き
、
原
告
に
正
当
な
利
益
が
あ
る
と
は
い
え
ず
、
排
他
的
な
管
理
権
を
有
す
る
遺
言
執

行
者
を
被
告
と
し
た
と
き
に
の
み
、
確
認
の
利
益
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

遺言執行者の訴訟追行権

こ
の
よ
う
に
、
遺
言
執
行
者
が
管
理
権
を
有
す
る
と
き
は
、
彼
に
被
告
適
格
を
も
認
め
る
べ
き
で
あ
り
、
他
方
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
処

分
行
為
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
相
続
人
等
に
は
被
告
適
格
も
否
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
特
定
遺
贈
に
よ
っ
て
目
的
物
の
所
有

権
は
直
ち
に
受
遺
者
に
帰
属
し
、
登
記
や
占
有
を
移
転
す
る
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
の
み
、
遺
言
執
行
者
に
管
理
権
が
残
さ
れ
て
い
る
と

き
に
は
、
原
則
と
し
て
受
遺
者
は
独
立
に
当
事
者
適
格
を
有
す
る
と
解
し
て
よ
い
。
そ
の
受
遺
者
と
原
告
た
る
第
三
者
と
の
聞
で
、
当
該
目

的
物
の
帰
属
が
決
ま
れ
ば
、
遺
言
執
行
者
と
し
て
は
そ
の
結
果
を
争
う
必
要
が
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
、
受
遺
者
の
適
格
を
否
定
す
べ

き
理
由
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
問
題
な
の
は
、
遺
贈
の
第
一
次
目
的
物
を
受
遺
者
に
取
得
さ
せ
え
な
い
と
き
は
、
そ
れ
に
代
る
目
的
物
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を
遺
贈
す
べ
し
と
す
る
遺
言
の
場
合
で
あ
る
。
第
一
次
目
的
物
が
遺
産
中
に
存
在
す
れ
ば
、
受
遺
者
は
直
ち
に
所
有
者
と
な
る
か
ら
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
受
遺
者
に
も
被
告
適
格
を
認
め
て
よ
い
と
考
え
る
が
、
彼
の
受
け
た
判
決
、
と
く
に
敗
訴
判
決
は
遺
言
執
行
者
を
拘
束
し
な
い

論

と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
、
こ
の
場
合
に
は
、
遺
言
執
行
者
に
も
当
事
者
適
格
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
1
)
大
判
明
治
三
六
・
二
・
二
五
民
録
九
輯
一
九

O
頁
、
大
判
昭
和
一
五
・
一
一
了
二

O
民
集
一
九
巻
二
二
八
三
頁
、
大
阪
高
判
昭
和
三
七
・
四
・

一二

O
下
民
集
一
三
巻
四
号
九
二
八
頁
、
東
京
地
判
昭
和
五
一
・
五
・
二
八
判
時
八
四
一
号
六
四
頁
な
ど
。

(2)
同
旨
、
文
献
⑧
二
二
八
頁
、
東
京
地
判
昭
和
四
九
・
七
・
二
六
判
時
七
六
五
号
八
四
頁
な
ど
。

(
3
)
最
判
昭
和
=
二
・
九
・
一
八
民
集
一

O
巻
九
号
一
一
六

O
頁
の
事
案
は
こ
れ
に
属
す
る
。

(
4
)
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
当
事
者
適
格
理
論
の
再
構
成
」
山
木
戸
還
暦
記
念
『
実
体
法
と
手
続
法
の
交
錯
上
』
(
昭
四
九
)
五
二
頁
以
下
参
照
。

(
5
)
文
献
⑧
二
六
二
頁
。
な
お
、
文
献
⑫
三
三
二
頁
は
、
寸
受
遺
者
に
遺
贈
を
原
因
と
す
る
移
転
登
記
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
相
続
に
よ
る
相
続
人
へ
の

権
利
変
動
が
不
完
全
な
が
ら
存
す
る
」
と
す
る
。

(
6
)
中
野
貞
一
郎
ほ
か
編
・
民
訴
法
講
義
〔
補
訂
第
二
版
〕
(
吉
村
)
(
昭
六
二
四
四
五
頁
な
ど
参
照
。

五

遺
産
に
対
す
る
請
求
権
に
関
す
る
訴
訟

遺
産
に
向
け
ら
れ
た
請
求
権
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
そ
の
訴
訟
物
た
る
請
求
権
が
、
遺
言
に
よ
っ
て
発
生
さ
せ
ら
れ
た
も
の

か
、
そ
れ
以
外
の
、
か
っ
、
被
相
続
人
の
生
存
中
の
法
律
原
因
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
(
こ
れ
を
既
存
請
求
権
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
)
か

で
分
け
、
さ
ら
に
、
人
的
請
求
権
か
物
権
的
請
求
権
か
で
、
右
の
両
場
合
を
そ
れ
ぞ
れ
二
分
し
て
考
察
し
て
い
く
の
が
合
理
的
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

既
存
請
求
権
で
、
か
っ
、
債
権
的
請
求
権
で
あ
る
と
き
は
、
限
定
承
認
が
な
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
相
続
人
を
被
告
と
し
て
給
付
訴
訟
(
場
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合
に
よ
っ
て
は
確
認
訴
訟
)
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
相
続
人
に
勝
訴
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
彼
の
固
有
財
産
と
の
関
係
で
執
行
力
、

既
判
力
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
遺
産
と
の
関
係
で
は
、
遺
言
執
行
者
が
管
理
権
を
有
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
管
理
権
の
及
ん
で
い

る
財
産
に
つ
い
て
は
、
相
続
人
に
対
す
る
給
付
判
決
に
も
と
づ
き
強
制
執
行
を
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ド
イ
ツ
法
で
は
、
遺
言
執
行
者
は

一
種
の
清
算
人
と
し
て
遺
産
債
務
を
弁
済
す
る
権
限
が
あ
り
、
ま
た
遺
産
に
対
し
て
義
務
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
(
義
務
負
担

権
能
)
を
も
与
え
ら
れ
て
い
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
全
遺
産
に
つ
き
管
理
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
原
則
的
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
遺
言

執
行
者
に
対
し
て
も
給
付
訴
訟
を
提
起
し
う
る
と
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
民
法
の
下
で
も
、
清
算
型
の
包
括
遺
贈
を
成
立
さ
せ
る
遺
言
が
あ
る

よ
う
な
場
合
に
は
、
遺
言
執
行
者
は
遺
産
債
務
を
弁
済
す
る
権
限
を
も
っ
と
解
せ
ら
れ
る
(
文
献
⑫
一
一
九
頁
以
下
)
か
ら
、
ド
イ
ツ
法
と

同
様
に
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
く
、
遺
産
全
体
に
つ
き
管
理
権
を
有
す
る
と
さ
れ
る
場
合
で
も
、
特
定
遺
贈
の
目
的
物

が
遺
産
中
に
存
在
し
な
い
場
合
、
他
か
ら
求
め
て
受
遺
者
に
贈
与
す
べ
き
も
の
と
す
る
遺
言
の
場
合
な
ど
で
は
、
遺
言
執
行
者
に
一
般
的
に

遺
産
債
務
を
弁
済
す
る
権
限
が
あ
る
か
は
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
有
力
説
匂
遺
産
債
権
者
に
遺
産
へ
の
強
制
執
行

を
保
証
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
別
段
の
制
限
を
加
え
る
こ
と
な
し
に
、
遺
言
執
行
者
の
被
告
適
格
を
肯
定
し
て
い
る
。
遺
言

執
行
者
が
遺
産
全
体
に
つ
き
包
括
的
に
管
理
権
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
管
理
権
に
は
義
務
負
担
権
能
も
含
ま
れ
て
い
る
と
解
し
て
、
右
の

有
力
説
の
結
論
を
支
持
し
た
い
。
こ
れ
に
対
し
、
遺
言
執
行
者
が
遺
産
を
構
成
す
る
個
々
の
財
産
に
つ
い
て
の
み
管
理
権
を
有
す
る
場
合
に

ま
で
、
遺
言
執
行
者
に
対
し
て
給
付
判
決
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
で
も
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
に
服

す
べ
き
財
産
に
対
し
て
一
般
の
遺
産
債
権
者
が
強
制
執
行
を
な
し
う
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
相
続
人
に
対
す
る
債
務

名
義
だ
け
で
足
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
ド
イ
ツ
法
の
執
行
忍
容
判
決
の
よ
う
な
も
の
が
必
要
と
な
る
。
日
本
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
遺
言

執
行
者
の
承
諾
を
記
載
し
た
公
正
証
書
(
ド
民
訴
七
九
四
条
二
項
参
照
)
、
ま
た
は
遺
言
執
行
者
に
対
す
る
確
認
判
決
(
遺
産
債
務
の
存
在
を

認
め
る
旨
の
判
決
)
が
、
相
続
人
に
対
す
る
給
付
判
決
の
ほ
か
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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な
お
、
限
定
承
認
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
既
存
債
権
者
に
対
す
る
弁
済
が
受
遺
者
に
対
す
る
弁
済
に
優
先
す
る
か
ら
(
民
九
三
=
条
)
、

相
続
人
ま
た
は
相
続
財
産
管
理
人
(
同
九
三
六
条
一
項
)
の
管
理
清
算
が
先
行
し
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
処
分
権
は
、
限
定
承
認
の
清
算
手

続
が
終
了
す
る
ま
で
は
休
止
し
た
状
態
に
置
か
れ
る
(
文
献
⑧
二
ニ
五
頁
)
。
し
か
し
、
遺
言
執
行
者
が
存
在
す
る
と
き
は
、
そ
の
管
理
処
分

権
が
休
止
中
で
も
、
相
続
人
は
遺
産
の
処
分
権
を
失
う
こ
と
に
変
り
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
(
文
献
⑧
二
ニ
五
頁
以
下
)
。
そ
こ
で
、
限
定

承
認
が
あ
っ
た
場
合
に
、
既
存
債
権
者
は
誰
れ
を
被
告
と
し
て
訴
訟
を
な
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
ま
た
問
題
と
な
る
。
遺
言
執
行
者
が
管

理
処
分
権
を
も
つ
こ
と
に
変
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
管
理
に
服
す
る
財
産
か
ら
弁
済
を
受
け
る
た
め
に
は
、
彼
の
同
意
な
い
し
は
彼
に

対
す
る
名
義
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
将
来
の
研
究
に
留
保
し
た
い
。

ニ
受
遺
者
の
債
権
的
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
遺
贈
の
履
行
を
請
求
す
る
場
合
と
、
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
し
た
債
権
を
行
使
す
る
場
合
と

を
分
け
て
考
察
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
者
の
場
合
に
は
、
そ
の
債
務
の
履
行
は
、
当
該
受
遺
者
へ
の
遺
贈
の
履
行
(
遺
言

の
執
行
)
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
し
た
債
権
は
、
そ
の
債
務
者
自
身
に
対
し
て
行
使
す
べ
き
で
あ
り
、
遺
言
執
行
者
に

は
請
求
で
き
な
い
の
が
原
別
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
た
と
え
ば
、
定
期
的
に
一
定
額
の
金
銭
を
与
え
る
旨
の
遺
言
が
な
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
定

期
金
債
権
の
債
務
者
は
、
他
に
特
段
の
遺
言
等
が
な
い
限
り
、
相
続
人
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
各
期
の
支
分
権
の
履
行
請
求
は
相
続
人

に
対
し
て
な
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
遺
言
執
行
者
が
、
遺
言
の
他
の
条
項
に
つ
き
執
行
す
べ
き
事
項
が
残
っ
て
い
る
関
係
上
、
遺
産
全
体

に
つ
き
包
括
的
な
管
理
権
を
な
お
有
し
て
い
る
と
き
は
、
通
常
の
遺
産
債
務
(
既
存
請
求
権
)
の
場
合
と
同
様
に
、
遺
言
執
行
者
に
対
し
て

も
そ
の
債
務
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
彼
を
被
告
と
す
る
給
付
訴
訟
も
提
起
し
う
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
受
遺
者
が
遺
贈
を
理
由
に
そ
の
履
行
を
請
求
す
る
場
合
は
、
遺
言
執
行
者
を
相
手
方
と
し
て
請
求
す
べ
き
で
あ
り
、
遺
言

執
行
者
が
存
在
す
る
限
り
、
相
続
人
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
訂
r

相
続
人
が
遺
贈
義
務
者
で
あ
る
と
解
せ

ら
れ
る
が
、
義
務
者
だ
か
ら
と
い
っ
て
当
然
に
そ
の
者
に
対
し
て
請
求
し
う
る
と
は
限
ら
な
い
。
遺
言
執
行
者
が
あ
る
と
き
は
、
遺
言
の
執

論
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遺言執行者の訴訟追行権

行

l
遺
贈
義
務
の
履
行
は
全
面
的
に
遺
言
執
行
者
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
反
面
と
し
て
、
相
続
人
は
、
遺
産
の
処
分
そ
の
他
遺
言
の
執

行
を
妨
げ
る
べ
き
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
も
し
、
こ
の
禁
止
に
違
反
し
た
行
為
が
な
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
無
効
と
解
さ
れ
て
い
る
(
民

一
O
一
一
一
条
、
一

O
一
三
条
)
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
み
て
、
わ
が
民
法
は
、
遺
言
執
行
者
が
あ
る
場
合
、
遺
贈
義
務
は
、
も
っ
ぱ
ら
遺
言
執

行
者
を
通
じ
て
履
行
を
な
す
も
の
と
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
遺
言
執
行
者
を
遺
贈
義
務
者
と
解
す

る
立
場
で
は
、
彼
に
対
し
て
遺
贈
義
務
の
履
行
を
請
求
で
き
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
他
方
、
相
続
財
産
に
つ
き
処
分
権
を
も
た
な
い
相
続

人
に
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
(
文
献
⑧
一
二
三
頁
)
。
判
例
に
お
い
て
も
、
遺
贈
義
務
の
履
行
請
求
は
、

遺
言
執
行
者
に
対
し
て
な
す
こ
と
が
で
き
、
相
続
人
に
対
し
て
直
接
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
特
定
不
動
産
を
遺
贈

す
る
旨
の
遺
言
が
あ
っ
た
が
、
相
続
人
が
相
続
に
よ
る
所
有
権
取
得
登
記
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
受
遺
者
は
遺
言
執
行
者
に
対

し
て
移
転
登
記
請
求
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
判
例
の
立
場
で
あ
前
「
遺
言
執
行
者
は
、
相
続
人
や
相
続
人
か
ら
登
記
を
得
た
第
三

者
に
対
し
て
、
そ
の
登
記
の
抹
消
を
求
め
う
る
こ
と
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
抹
消
を
え
た
上
で
、
受
遺
者
へ
所
有
権
移
転
登
記
を
な

す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
受
遺
者
は
勝
訴
し
て
も
、
直
接
、
移
転
登
記
を
取
得
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

受
遺
者
は
、
債
権
者
代
位
権
に
も
と
づ
き
遺
言
執
行
者
に
代
位
し
て
、
相
続
人
等
に
対
し
て
そ
の
登
記
の
抹
消
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
、
こ
の
代
位
訴
訟
を
、
遺
言
執
行
者
に
対
す
る
所
有
権
移
転
登
記
請
求
訴
訟
に
併
合
し
て
提
起
す
れ
ば
、
一
個
の
訴
訟
で
一

挙
に
紛
争
を
全
面
的
に
解
決
で
き
る
と
説
く
学
説
が
あ
る
(
文
献
⑮
一
五
五
頁
)
。
し
か
し
、
債
権
者
代
位
権
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
債

務
者
が
自
己
の
権
利
の
行
使
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
遺
言
執
行
者
が
そ
の
権
限
の
行
使
を
常
に
怠
っ
て
い
る
と
い
え
る
か

は
疑
問
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
受
遺
者
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
物
権
に
も
と
づ
き
、
相
続
人
に
対

し
て
所
有
権
取
得
登
記
の
抹
消
を
訴
求
し
う
る
か
ら
、
遺
言
執
行
者
に
代
位
す
る
ま
で
も
な
く
、
相
続
人
を
共
同
被
告
と
す
る
抹
消
登
記
請

求
訴
訟
を
併
合
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
共
同
訴
訟
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
煩
雑
で
あ
る
し
、
そ
う
か
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と
い
っ
て
遺
言
執
行
者
の
み
を
被
告
と
し
た
の
で
は
、
中
途
半
端
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
登
記
が
相
続
人
の
も
と
に
あ
る
場
合
に
は
、
相
続
人

論

を
被
告
と
し
遺
言
執
行
者
を
そ
の
法
定
代
理
人
と
し
て
訴
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
主
張
さ
れ
る
に
至
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
相
続
人
を
被
告
と
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
本
来
な
ら
抹
消
を
し
た
上
で
、
移
転
登
記
を
す
べ
き
場
合
に
、
抹
消
に

代
え
て
直
接
の
移
転
登
記
を
認
め
る
見
解
に
立
つ
と
、
こ
の
場
合
に
も
、
相
続
人
に
対
し
直
接
、
移
転
登
記
を
求
め
う
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
、
受
遺
者
が
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
し
た
物
権
に
も
と
づ
く
物
上
請
求
権
を
行
使
す
る
場
合
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
受

遺
者
は
、
遺
贈
に
よ
る
物
権
の
取
得
に
つ
き
、
い
ま
だ
対
抗
要
件
を
具
備
し
て
い
な
い
と
き
で
も
、
遺
言
執
行
者
や
相
続
人
に
対
し
て
は
そ

の
物
権
の
取
得
を
対
抗
し
う
る
こ
と
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
民
法
一

O
一
三
条
に
違
反
し
て
相
続
人
が
、
遺
贈
の
目
的
物
を
第

三
者
に
処
分
し
て
も
、
そ
の
処
分
は
絶
対
的
に
無
効
で
あ
る
と
解
す
る
通
説
・
判
例
に
よ
る
と
き
は
、
相
続
人
か
ら
当
該
目
的
物
の
譲
渡
を

受
け
、
登
記
を
済
ま
せ
た
第
三
者
が
存
在
し
て
も
、
受
遺
者
は
そ
の
第
三
者
に
対
し
て
も
、
物
権
の
取
得
を
対
抗
し
う
る
も
の
と
解
さ
れ
る

(
文
献
⑧
二
六
七
頁
)
。
そ
し
て
、
受
遺
者
が
、
こ
の
よ
う
な
物
権
的
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
遺
贈
義
務
の
履
行

1
遺
言
の
執
行
を
求

め
る
も
の
で
は
な
く
、
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
し
た
権
利
を
行
使
し
て
い
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
遺
言
の
執
行
は
、
遺
言
執
行
者
が
あ
る
限

り
、
そ
の
遺
言
執
行
者
の
権
限
で
あ
る
と
同
時
に
義
務
で
あ
る
こ
と
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
物
権
的
請
求
権
の
行
使
は
遺
言
の
執
行
を

求
め
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
常
に
遺
言
執
行
者
を
相
手
方
と
す
べ
き
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
物
権
を
妨
害
す
る
者
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が

誰
で
あ
れ
、
そ
の
者
に
対
し
て
物
権
的
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
が
、
同
請
求
権
の
本
質
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
相
続
人
や
第
三
者
が
、

受
遺
者
の
物
権
を
侵
害
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
直
接
、
物
権
的
請
求
権
が
発
生
し
、
か
っ
、
行
使
し
う
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
問
題
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
物
権
的
請
求
権
が
発
生
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
帰
す

る
。
判
例
は
、
|
|
主
張
さ
れ
て
い
る
受
遺
者
の
権
利
を
物
権
的
請
求
権
と
は
っ
き
り
認
定
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
|
|
相
続
人
が
相
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続
に
よ
る
所
有
権
取
得
登
記
を
な
し
登
記
名
義
人
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
直
接
そ
の
相
続
人
に
対
し
そ
の
取
得
登
記
の
抹
消
請
求
を
な

し
う
る
が
、
受
遺
者
自
身
へ
の
移
転
登
記
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
、
ま
た
相
続
人
か
ら
第
三
者
へ
登
記
が
移
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
第
三
者
に
対
し
て
抹
消
登
記
の
請
求
訴
訟
や
、
取
得
し
た
抵
当
権
に
も
と
づ
く
競
売
の
不
許
を
求
め
る
第
三
者
異
議
訴
訟
や
、

目
的
物
に
対
す
る
仮
処
分
訴
訟
を
な
し
う
る
と
し
て
い
る
。

問
題
は
、
相
続
人
が
登
記
名
義
を
有
し
て
い
る
場
合
に
、
受
遺
者
は
単
な
る
抹
消
請
求
で
は
な
く
、
自
分
名
義
へ
の
移
転
登
記
を
請
求
し

え
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
相
続
人
が
遺
贈
の
目
的
物
を
直
接
占
有
し
て
い
る
場
合
に
、
受
遺
者
へ
の
引
渡
し
を
請
求
し
え
な
い
か
と
い

う
の
も
同
種
の
問
題
で
あ
る
。
思
う
に
、
抹
消
登
記
請
求
に
代
る
移
転
登
記
請
求
と
い
う
も
の
が
、
そ
も
そ
も
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題

が
あ
る
が
、
か
り
に
そ
の
点
は
肯
定
説
に
立
つ
と
し
て
も
、
受
遺
者
に
移
転
登
記
請
求
を
認
め
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
単

そ
の
請
求
が
認
容
さ
れ
て
も
、
登
記
が
被
相
続
人
の
名
義
に
戻
る
の
み
で
あ
り
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
権
を

な
る
抹
消
請
求
の
場
合
に
は
、

遺言執行者の訴訟追行権

侵
害
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
も
し
移
転
登
記
請
求
を
認
め
る
と
す
れ
ば
、
登
記
名
義
が
受
遺
者
に
直
接
移
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
に

な
り
、
遺
言
執
行
者
が
当
該
遺
贈
を
無
効
と
み
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
権
を
侵
害
し
た
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、

受
遺
者
と
相
続
人
と
の
聞
の
訴
訟
に
お
け
る
判
決
に
、
遺
言
執
行
者
が
拘
束
さ
れ
る
い
わ
れ
は
な
い
か
ら
、
そ
の
訴
訟
の
結
果
を
事
後
に
争

う
こ
と
は
で
き
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
遺
言
執
行
者
の
管
理
権
を
何
ら
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
相

続
人
は
移
転
登
記
請
求
訴
訟
に
つ
き
被
告
適
格
を
有
し
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
も
し
相
続
人
に
そ
の
訴
訟
の
被

告
適
格
を
認
め
る
と
、
後
に
遺
言
執
行
者
と
受
遺
者
と
の
聞
で
再
度
訴
訟
が
な
さ
れ
、
前
訴
と
異
な
る
内
容
の
判
決
が
下
さ
れ
る
と
、
相
続

人
に
お
い
て
、
既
判
力
の
抵
触
が
生
じ
る
と
い
う
不
都
合
の
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
支
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
登
記
や
占
有
に
つ
い
て
の
遺
言
執
行
者
の
管
理
権
が
、
も
っ
ぱ
ら
当
該
受
遺
者
へ
の
遺
贈
義
務
の
履
行
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
受
遺
者
と
相
続
人
全
員
と
の
間
で
そ
の
帰
属
が
決
ま
れ
ば
、
遺
言
執
行
者
と
し
て
そ
れ
に
異
議
を
さ
し
は
さ
む
必
要
は
な
い
か
ら
、
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説

こ
の
場
合
に
は
、
相
続
人
に
被
告
適
格
を
肯
定
す
る
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

な
お
、
相
続
人
か
ら
第
三
者
が
登
記
や
占
有
を
取
得
し
た
場
合
、
こ
の
第
三
者
に
対
し
て
は
、
受
遺
者
は
物
権
的
請
求
権
の
行
使
と
し
て
、

登
記
の
移
転
や
占
有
の
引
渡
し
を
請
求
し
う
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
そ
れ
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
な
理
由
が
な

論

い
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
遺
言
以
外
の
事
由
を
原
因
と
し
て
、
被
相
続
人
の
生
前
か
ら
物
権
を
取
得
し
て
い
た
既
存
請
求
権
者
が
、
そ
の
物
権
的
請
求

権
を
行
使
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
受
遺
者
の
物
権
的
請
求
権
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
と
考
え

る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
問
題
の
登
記
や
占
有
に
つ
き
遺
言
執
行
者
が
管
理
権
を
も
っ
と
は
限
ら
な
い
こ
と
や
、
登
記
や
占
有
を
先

に
取
得
し
た
者
の
方
が
対
抗
要
件
を
先
に
具
備
し
た
者
と
し
て
優
先
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
多
い
点
な
ど
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ

四
う

以
上
で
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、
紙
数
の
制
約
の
た
め
、
叙
述
を
圧
縮
し
、
ま
た
注
を
大
巾
に
減
ら
し
た
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、

難
解
な
論
稿
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
お
そ
れ
て
い
る
。
不
十
分
な
点
は
、
ま
た
機
会
を
み
て
補
訂
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(
1
)
こ
の
二
つ
の
他
に
、
遺
産
の
保
存
、
管
理
や
遺
言
の
執
行
等
に
要
す
る
費
用
な
ど
、
被
相
続
人
死
亡
後
の
事
由
に
よ
っ
て
生
じ
る
債
務
も
あ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
検
討
は
割
愛
す
る
。

(
2
)
同
旨
、
大
判
昭
和
一
四
・
六
・
二
ニ
新
聞
四
四
五
二
号
一
二
頁
。
な
お
、
固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
の
適
用
範
囲
を
広
く
解
す
る
見
解
か
ら
は
、

遺
一
言
執
行
者
が
遺
産
に
つ
き
管
理
権
を
有
し
て
い
る
と
き
は
、
相
続
人
だ
け
を
相
手
方
と
す
る
訴
訟
は
許
さ
れ
ず
、
遺
言
執
行
者
と
の
共
同
訴
訟

が
要
求
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
こ
の
問
題
に
は
立
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。

(
3
)
義
務
負
担
権
能
(
〈
巾
弓
邑
n
E
Z
D
m
m
B白
nZ)
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
特
定
物
引
渡
請
求
訴
訟
の
被
告
適
格
」
関
法
一
四
巻
二
号
一
六
七
頁
以

下
参
照
。
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遺言執行者の訴訟追行権

(
4
)
中
川
善
之
助
編
・
註
釈
相
続
法
下
巻
(
昭
三

O
)
〔
山
木
戸
〕
一
五
九
頁
、
文
献
@
二
五
六
頁
な
ど
参
照
。

(
5
)
同
旨
、
大
判
昭
和
一
一
・
六
・
九
民
集
一
五
巻
一

O
二
九
頁
、
同
昭
和
二
了
六
・
七
判
決
全
集
四
輯
一
一
号
一
四
頁
。

(
6
)
前
掲
昭
和
一
一
年
と
同
一
一
一
年
の
大
判
は
、
遺
言
の
執
行
が
終
っ
て
い
る
以
上
、
遺
言
執
行
者
に
は
、
絶
対
に
請
求
で
き
な
い
と
解
し
て
る
よ

う
に
み
え
る
が
|
|
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
傍
論
で
あ
る
が

l
l
l
、
本
文
に
述
べ
た
よ
う
な
例
外
は
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(7)
中
川
善
之
助
・
相
続
法
(
法
律
学
全
集
)
三
九
七
頁
。

(
8
)
東
京
地
判
昭
和
八
・
七
・
一
七
新
聞
三
五
八
九
号
一
七
頁
、
評
論
二
二
巻
民
法
九

O
三
頁
参
照
。

(9)
不
動
産
が
遺
贈
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
受
益
者
か
ら
の
移
転
登
記
請
求
に
つ
き
、
最
判
昭
和
四
三
・
五
・
三
一
民
集
二
二
巻
五
号
一
一
三
七
頁
、

前
掲
東
京
地
判
昭
和
八
・
七
・
一
七
、
大
阪
高
判
昭
和
三
七
・
四
・
三

O
下
民
集
一
三
巻
四
号
九
二
八
頁
、
遺
贈
金
の
請
求
に
つ
き
、
東
京
控
判

明
治
三
六
・
二
・
一
四
新
聞
一
一
一
九
号
一

O
九
頁
。
な
お
、
大
判
昭
和
一
五
・
二
・
一
三
判
決
全
集
七
輯
一
六
号
四
頁
、
評
論
二
九
巻
民
法
六

O

六
頁
は
、
受
遺
者
か
ら
の
所
有
権
移
転
登
記
請
求
権
を
、
遺
贈
に
よ
り
移
転
し
た
不
動
産
所
有
権
に
も
と
づ
く
物
上
請
求
権
と
解
し
な
が
ら
、
遺

言
の
執
行
を
求
め
る
訴
で
あ
る
か
ら
、
遺
与
一
一
口
執
行
者
の
み
を
被
告
と
し
て
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
、
相
続
人
を
共
同
被
告
と
な
す
べ
き
で
は
な
い

と
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
事
件
の
場
合
に
は
、
す
で
に
相
続
人
が
相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
を
し
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

(
叩
)
前
注
の
四
つ
の
判
決
は
、
い
ず
れ
も
相
続
人
が
相
続
登
記
を
了
し
て
い
た
事
案
で
あ
る
。

(
日
)
般
越
隆
司
「
判
批
」
民
商
六

O
巻
一
号
一
三
九
頁
。
な
お
、
遺
言
執
行
者
が
管
理
な
い
し
占
有
し
て
い
る
遺
産
の
目
的
物
に
つ
い
て
も
、
相
続

人
が
相
続
を
承
認
し
て
い
る
限
り
、
相
続
人
を
被
告
と
し
て
引
渡
請
求
訴
訟
な
ど
を
提
起
で
き
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
(
五
十
部
豊
久
「
判
研
」

法
協
八
六
巻
七
号
八
三
三
頁
)
。
こ
の
説
で
は
、
被
相
続
人
名
義
で
登
記
の
あ
る
と
き
で
も
、
相
続
人
を
被
告
と
し
て
訴
え
う
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
ロ
)
大
判
大
正
八
・
九
・
一
民
録
二
五
輯
一
五
五
三
頁
、
最
判
昭
和
三

0
・
七
・
五
民
集
九
巻
九
号
一

O
O二
頁
、
同
昭
和
三
四
・
二
・
二
一
民
集

一
三
巻
二
号
九
一
頁
な
ど
。
た
だ
し
、
学
説
で
は
、
物
権
変
動
の
過
程
を
如
実
に
反
映
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
か
か
る
便
宜
的
な

取
扱
い
を
否
定
す
る
も
の
が
多
い
(
た
と
え
ば
、
我
妻
栄
l
有
泉
享
・
新
訂
物
権
法
一
四
四
頁
)
。

(
日
)
千
葉
地
判
昭
和
三
六
・

=
7
ニ
七
判
タ
二
二

O
号
一

O
九
頁
。

(
H
)
注

(
9
)
の
四
つ
の
判
例
参
照
。

(
日
)
大
判
昭
和
五
・
六
・
二
ハ
民
集
九
巻
五
五

O
頁
、
前
掲
大
阪
高
判
昭
和
三
七
・
四
・
三

O
。
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説論

(
日
)
最
判
昭
和
六
二
・
四
・
二
三
民
集
四
一
巻
三
号
四
七
四
頁
。

(
口
)
最
判
昭
和
三

0
・
五
・
一

O
民
集
九
巻
六
号
六
五
七
頁
。
も
っ
と
も
、
こ
の
事
件
で
は
、
包
括
遺
贈
と
相
続
人
廃
除
と
だ
け
を
内
容
と
す
る
遺

言
で
あ
っ
た
か
ら
、
遺
言
執
行
者
は
遺
産
に
つ
き
全
く
管
理
権
を
有
さ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
受
遺
者
が
自
ら
仮
処
分
を
申
請
す
る
他
な
い
事
案
で

あ
っ
た
。
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